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の 沿 革｣ 　 入 手 先httD://www.joho-iwate.or.jp/cinlistorv.Ddf ( 参 照2016/08/15)
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10 ｢地共研｣は岩手大学地域共同研究センタ (ー1993年設置)､ ｢テクノ財団｣は(財)
岩手県高度技術振興協会､ ｢I NS｣は岩手ネットワークシステムの略称｡































































16 httD://www.tama-tlo.com/ (2016/10/01 取 得)
17 TAMA 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ か ら｡














18 関 西 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ホ ー ム ペ ー ジ 　httT)://www.kns.gr.jD/ ( 参 照2014/10/28)
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学発 DIfｸｭi8ﾊIi792信州､九州広域､函館､ひたち､ とつとり､ひろさき､とちぎ､と かち ĀĀĀ







































































































2-2-2 　 シ リ コ ン バ レ ー か ら の 学 び
従来の延長線上でない企業経営戦略､産業政策､経済成長政策として2000年代以
降注目された議論としては､ポータ (ーPorter [1990] , [1998])のクラスター論､
KennyandBurg [2000]のシリコンバレーの起業促進機能の分析､チェスプロウのオ
ープンイノベーション論(Chesbrough[2003, 2006, 2008])等がある｡
KennyandBurg [2000] は､ シ リ コ ン バ レ ー の｢ 第 一 経 済｣､ ｢ 第 二 経 済｣ を 以 下 の よ
うに定義している｡
｢The 丘rst (Economy One) includes the conventional activities of existing organizations, such
as universities and corporate research laboratories. The other economic activity (Economy two)
18
can be found in fabric of institutions aimed at encouraglng and nurturlng new flrm formation.
Silicon Valley's Economy One and Two are interlinked by organizational histories, personal
relations, and technologlCal trajectories; yet they can be seen as conceptually distinct.
The point here is that these organizations did not espouse the economic goal of encouraglng
and nurturing spinoffS (pp.223).
Economy Two is populated by organizations whose sole purpose is related to se Ⅳlng Start-
ups (pp.224).
Legal firms are the central actors in Economy Two. Investment banks are another part of
Economy Two. The firm's venture capitalists and national executive search firms assist in
employee recruitment･ There are marketing organization specializing ln assisting start-ups. The
accounting flrmS have special practices dedicated to servlClng the unlque needs of start-ups
(pp.226-227) .
Capital galnS are thefuel for Economy Two.
A striking feature of the region is that nearly all of the professional service providers are willing
to extend to start-ups.
There was "space" for Economy Two to evolve because the electronics technological paradigm
provided so many recurring opportunities for entrepreneurs (pp.228) . In the 1950s there were
start-ups, but not a discemible set of institutions to support them. The development of




























































研 究(Research) のPhase で 社 外 に 出 し て､ 社 外 で 開 発(Development) を 行 う( 図2.2.1
の(C)及び(D))場合と､開発のPhaseで社外に出す(図2.2.1の(D))場合がある｡以上







































関 す る 考 え 方 x. 薬 ど に 広 く 分 散 し て い るo ĀĀ
知的財産権の考 ﾙ4俥蝌ﾊ,ﾘ>ﾊHｸh､ｩJﾒ市場を活用して社内外の知的財産 ĀĀĀĀĀĀ
え方 ﾉYｸ蝎ZZIf4俶yw権を交換し､社内研究開発､イノ ĀĀĀĀĀĀĀ
す るo rﾘ5h88, 乖vĀĀĀĀĀ
イノベーション 亰ｨ / > ,兩 hﾙ ｲ 技術の仲介市場が発達し､仲介者 














出 典: チ ェ ス プ ロ ウ(2008,Chesbrough [2008] )(p.25-29) か ら 著 者 作 成｡































































































一､ サ ン フ ラ ン シ ス コ･ ベ イ エ リ ア､ シ ア ト ル､ オ レ ゴ ン､ ピ ッ ツ バ ー グ､ ヒ ュ ー ス
トン､コロラド､アトランタ､南フロリダ､デトロイト､ミネアポリス､ウイチタ､











ラ ン ド の シ リ コ ン グ レ ン､ バ イ オ コ リ ド (ーp.85-103) (p.245-247)､ フ ィ ン ラ ン ド の
オ ウ ル(p.242-244)､ ド イ ツ の ミ ュ ン- ン(p.248)､ 日 本 の 札 幌(p.249) を 調 査 し､
紹介している｡






















































































































2-4-2 　 信 頼 関 係･ 信 用 の シ ス テ ム
本稿のテーマである中堅･中小企業の産学官連携によるオープンイノベーションで
は､経営者は社内で得られない経営資源を外に求め､外部資源との信頼関係を構築し












































2-4-3 　 ネ ッ ト ワ ー ク の タ ク ソ ノ ミ-
金 井[1994] は､ MI T･ エ ン タ ー プ ラ イ ズ･ フ ォ ー ラ ム とSBANE エ グ ゼ ク テ
ィブ･ダイアログ･プログラムの二つのネットワーキング組織の事例を踏まえて､
｢フォーラム型とダイアログ型という二つの類型論における純粋型を提示している
(p.320)｡｣ そ の 要 約 は､ 表2.4.1 の と お り で あ る｡
表2.4.1ネットワーキング組織のタクソノミ-
フ ォ ー ラ ム 型 84 8ﾘ4
連 結 偃9ﾈｲ 強 連 結 ĀĀ
基盤 986ｸ*ｨ腰ｸ,i%ｨｯ｢メンバーが同質性と長期の ĀĀĀĀĀĀのコミットメントを選好 (7(6x8986x/儘BĀĀĀĀĀĀ




連 鎖 効 果- 刋ﾛﾘﾏｨ/ｯｩ" 連 鎖 効 果 は も し 生 じ て も 副 ĀĀĀĀĀ
の 期 待 剋Y 物 に 過 ぎ な い と み な す 

































Koght [2000] は､ ｢We are interested in understanding the conditions by which certain network
structures generate value that is captured dilferentially by partlCIPatlng firms through their
coordination. Call the 丘rst type of advantage a Burt rent. ( 中 略) The key construct f わr Burt is
the notion of "nonredundant"ties. ( 中 略) In this network, the rent accrues to the firm bridging
the structural hole. The secondtype of advantage can be called a Coleman rent. Coleman (1990)
stressed that redundant ties among firms (or actors) result in a resolution to collective action
problems. Coordination is improved throughrepeated exchange among stable members to the
group.｣ (pp.414-415) と し て い る｡ す な わ ち､ Koght [2000] は､ 企 業 が 参 加 し 協 力 し て
いるネットワークが価値を生み出す条件は何かという問題提起を行い､第一の類型を
32 Coleman [1990] ( コ ー ル マ ン[2004]) が｢ 相 互 信 頼 関 係 か ら な る コ ミ ュ ニ テ ィ｣ の
各人は他者もまた貢献するものと信頼して共通利益の活動に貢献する0 (p.291)｣として



























2-4-4 　 弱 い 紐 帯･ 構 造 的 空 隙
Granovetter(1985) ( グ ラ ノ ヴ ェ タ- [1998]) は｢ 自 分 と 強 い 紐 帯(strongties) を 持
33 　2-4-4 で 後 述 す る｡ Burt [1992] ( バ ー ト[2006]) は､ 構 造 的 空 隙(Structural















































34 Koght [2000] も､ Burt [1992] の 議 論 を｢ThekeyconstructforBurtisthenotionof












が で き あ が っ た 後 のResearch､ Development､ 及 びMarket と い う4 つ の のPhase ご と










phase 佝8,ﾈ 神 引 コ ス ト ĀĀĀsearchcost( 探 索 費 用) 磐 友 匁v6B 握H 雹NĀĀĀĀĀĀ
｢構想ができあ 86ﾘ7ｸ5h8x98/ｴ+x+ﾘ-ⅸ社外の人に自らの構想に係る内部 ĀĀĀĀĀĀĀ
がる前｣の ､x4486h4Hｵｨ5hｸ5情報を話すことで､内部情報を盗 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
Research HﾟX+x.(5v 用 さ れ た り､ 競 合 相 手 に な る な ど ĀĀĀĀ
( ア イ デ ア､ 技 刹@ 会 主 義 的 行 動 を 取 ら れ な い か モ 
術 シ ー ズ 探 索､ 研 究) 刄j タ リ ン グ す る コ ス トo 
｢構想ができあ 86ﾘ7ｸ5h8x98,ﾊ(ﾕﾉｨ*ｨ,X*ｸ*社外の人を共同開発のパートナ  ーĀĀĀĀĀ
がつた後｣の ｨ,(+ﾘﾎ:8,唏ﾕﾉｨ,舒8*(,ITｲとした場合に､機会主義的行動を ĀĀĀĀ





(プロジェクト チームによる研 究開発) (5xｲコスト○ ĀĀĀĀ











といったことが必要である｡ただし､チェスプロウ(2008, Chesbrough [2008] )は上記
を指摘することにとどまり､オープンイノベーションを行うために必要なプレイヤー
や情報を集めるためにネットワークをどう活用するかといった議論を深めてはいない｡








































も の で あ り､ 構 想 が で き あ が っ た 後 のResearch､ Development､ 及 びMarket と い う 構 想








































経 営 者- 強 い 紐 帯- 傴ｩ 霑8ﾘ(ｻH+zHﾘ(ｻHｵｨgｹYI+rﾕDﾔｺh 橙ĀĀĀĀĀĀĀ
媒 介 者- 弱 い 紐 帯- 鍔DﾔﾕDﾄﾈ 侭YI+rﾒﾒﾙ 譏ﾅFXｧxｻ2ĀĀĀĀĀĀĀĀ
外 部 資 源 假bĀ
経 営 者- 強 い 紐 帯- 傴ｩ 霑8ﾘ(ｻH+zHﾘ(ｻHｵｨgｹYI+rﾕDﾔｺh 橙ĀĀĀĀĀĀĀ
媒 介 者- 強 い 紐 帯- 外 部 資 源 鍔DﾔﾕDﾄﾈ 侭YI+rﾘ8(6X4" 胤ĀĀĀĀĀĀ
京 浜 工 業 所 内 田 副 社 長- 橋 本 教 授- 石 島 前 学 長 -TAMA-TLO 井 深 前 社 長-TAMA-TL 
0松永部長 
京 浜 工 業 所 内 田 副 社 長- 橋 本 教 授- 越 水 准 教 
授､舘野准教授､村尾助教(いずれも当時) 
エ イ ワ 佐 々 木 社 長-INS メ ン バ ー の 黒 揮 氏 ら 県 庁 
職員-岩手大学から東北大学に異動した千葉教授 
岩 手 のT 社 のM 社 長- 岩 手 大 学N 教 授､Mo 教 授､ 岩 手 




と､ 第 一 に､ 第3 章 第2 節 の( 樵) 昭 和 真 空 の 事 例 で は､ 第 一 に､ TAMA-TLO の
松永氏が､外部資源に関して公開された情報､特に､大学教員がどのような学会､研
究会で活動しているかをインターネットなどで調査し､群馬大学の荘司教授を含む3





























という経営判断を行う37ということであり､その意味でのSearch cost､ Monitoring cost
を負担する必要がある｡オープンイノベーションの研究開発プロジェクトのメンバー
が内部･外部資源か､弱い紐帯､強い紐帯のいずれで結ばれているかの場合分けごと
にSearchcost､ Monitoringcost を 考 察 す る と 表2.4.6 の よ う に 表 す こ と が で き る｡
表2.4.6　内部資源･外部資源､弱い紐帯･強い紐帯と経営者の取引コスト
内 部. 外 部 儷)Sesrchcost 剩ﾖ 友 匁r6BĀĀĀĀĀĀĀĀ
世界中のどこ 佰9^(*ｩgｹ9b候補者が信頼 ĀĀ
に存在するか 从 - 亰ｨ できる人物か 丶 H ﾋ ｢
わからない適 tﾈ+X,H*"確認 ｸ7h98486ﾒĀĀĀĀĀĀĀ
切 な 技 術 等 を ﾈ* 唏ﾍﾘ*"rﾘ5h88,ﾂĀĀĀĀĀĀ
資源 剪T索 YH饑/+Xﾘx*(,｢.y+(ﾛh8ﾘ5x4h4rｯｨｭI(h,亢橙皦ｶ4俎9:竧.x,(*豫B雋ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
外部資源 偃8*)U)多くの弱い紐 ｨ訷/ｸ*ﾙ&ﾒ相手を深く知 ｨ訷/ｸ*ﾙ&ﾒĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
帯をsesrchす x,(,ﾈ,Rらないので x,(,ﾈ,RĀĀĀĀĀĀ
る こ と と な る W7&6BSesrchcost 磐 友 匁rĀĀĀĀĀĀĀ
のでcostは大 きいo ﾙX*ｸ*(ｲは大きいo H,ﾙX*ｲ*&ĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
外部資源 仄ﾘ*)U)身近な情報源 ｨ+(.ｸ,ﾈｭhﾅr日ごろの関係 ｨ+(.ｸ,ﾈｭhﾅrĀĀĀĀĀĀĀ
なのでSesrch yｨ訷/|rから相手を良 yｨ訷/|rĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
costは小さ ﾙ&ﾘ,,H*(.く知っている ﾙ&ﾘ,,H*(.ĀĀĀĀĀĀ
いo 必 要 な 情 ﾈ,U6W7&6 の でSesrch ﾈ,RĀĀĀĀ
報 が 得 ら れ る H,ﾘﾈ 抦+2cost は 小 さ 磐 友 匁rĀĀĀĀĀĀĀ
確 率 は 小 さ い ○ & いo H,ﾘ 抦+2*&ĀĀĀĀĀĀ
内 部 資 源 偃8*)U) ∈) 友( ∂ 宙ﾒĀĀĀĀĀĀĀ
内 部 資 源 仄ﾘ*)U)Sesrchcost W7&6BSesrchcost 磐 友 匁rĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
はないo必要 な情報が得ら れる確率は小 さいo ﾘ,&はないo H,ﾘ,&ĀĀĀĀĀĀĀ
出典:各社ヒアリングから著者作成｡



































経 営 者 と 外 部 資 源 と の 紐 帯( 場 合 分 け) W7&6BMonitoring cost ĀĀĀĀ
経営者と 佝 8 ﾘ *)U) ﾒ ･外部資源を探索するため､多く 丶 H ﾋ ｲ
外 部 資 源 丶Hﾋ の 弱 い 紐 帯 をSesrch す る こ と と な ﾙ&ﾘ.x,(,ﾂĀĀĀĀĀĀ
が 弱 い 紐 凾 驍ﾌ でcost は 大 き いo Tﾖ 友 匁rĀĀĀĀ
帯 で つ な 勍 候 補 者 が 本 当 に 求 め る 技 術 等 を H,ﾙX*ｲĀĀĀĀ
が る ケ- 剽L し て い る の か､ 相 手 を 深 く 知 ら &ĀĀ
ス 凾ﾈいのでSesrchcostは大きい〇 ･候補者が信頼できる人物か､相 手を深く知らないのでSesrchcost は大きい○ 
経営者と 佝 8 籀 *)U) ﾒ ･媒介者の知見､人的ネットワ- 丶 H ﾋ ｲ
外部資源 僭ﾘ櫁ﾘ*)U)ﾒクを利用するので､自分だけで ﾙ&ﾘ.x,(,ﾂĀĀĀĀĀĀĀĀ
が 媒 介 者 丶HﾋSearch す る よ り もSesrchcost は ′j､ Tﾖ 友 匁rĀĀĀĀĀĀĀ
を 介 し  凾 ｳ く な る ○  H , ﾙ X * ｲ Ā Ā Ā Ā
て､ 弱 い 勍 候 補 者 が 本 当 に 求 め る 外 部 資 源 (ｲĀĀĀ
紐 帯 を 含 凾L し て い る の か､ 相 手 を 深 く 知 Ā
ん で つ な 凾 轤ﾈ い の でSesrchcost は 大 き いo 
が る ケ- 勍 候 補 者 が 信 頼 で き る 人 物 か､ 相 
ス 剋閧[く知らないのでSesrchcost は大きい∩ Ā
経営者-弱い紐帯- 媒介者-強い紐帯- 外部資源 2同上 ĀĀĀ
経営者-強い紐帯- 媒介者-弱い紐帯-. 外部資源 2同上 ĀĀĀ
経営者と 佝8ﾘｺﾘ*)U)ﾒ･媒介者の知見､人的ネットワ- 俚hｴﾈ*rĀĀĀĀĀĀĀ
外 部 資 源 僭ﾘ 櫁ﾘｺﾘ*)U)ﾒ ク を 利 用 す る の で､ 自 分 だ け で 磐 友 匁rĀĀĀĀĀĀĀ
が 媒 介 者 丶HﾋSearch す る よ り もSesrchcost は ′ ト H,ﾘ8ｴﾈ.bĀĀĀĀĀĀĀ
を 介 し  凾 ｳ く な る ○  淫 ﾈ + 8 * & Ā Ā
て､ 強 い 勍 候 補 者 が 本 当 に 求 め る 技 術 等 を 
紐 帯 の み 剽L し て い る の か､ 信 頼 関 係 の 連 鎖 
で つ な が 凾ﾅ つ な が っ て い る の で､ 上 記 よ り 






























































41 Burt [1992] (バート[2006])の議論が､オープンイノベーションに必要な外部資源
をSearch､ Monitoringする文脈で誤りとなる理由は､ Burtは構造的空隙の橋渡しで情
報利益を生み出す利益(rent)の面だけを議論しており､橋渡しに必要な費用(cost)の












































































































































イノベーション 支援機関の支援 . あり . あり R なし R なし 
産学官の人的ネッ トワークの支援 . あり R なし . あり R なし 








































社 名 傀ｨﾝﾙ& 年 商 偖ﾘｼh 蹴 主 要 事 業 ĀĀ
( 秩) 昭 和 真 空 ﾈﾊr 約100 億 円 s9ﾂ 真 空 機 器 等 の 製 造 ĀĀĀĀĀĀĀ
( 秩) 京 浜 工 業 所 ﾈｹ2 約14 億 円 #yﾂ 高 精 度 砥 石 の 製 造 ĀĀĀĀĀĀ
(有)河野ギター製作所 俥仂ｨﾊr約1.3億円 ﾂギターの製造 ĀĀĀĀĀ
( 樵) エ イ ワ 舒( 訷ﾊr 約10 億 円 鉄ﾂ 謡 裁 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 加 工 等 ĀĀĀĀ
岩 手 県 のT 社 舒( 訷ﾊr- 涛kﾂ メ ッ キ､ 機 能 性 薄 膜 処 理 な ど ĀĀĀ
( 秩) 修 電 舎 亶ｸﾞ 位r 約17 億 円 塔iﾂ 電 気 設 備 の 製 造 な ど ĀĀĀ
出典:各社ヒアリングから著者作成｡
表3.1.3　ケーススタディ対象企業が受けた助成金等
社 名  傚 Y ﾈ ｾ 9 備 考  Ā Ā Ā
(秩)昭和真空 H7ｸ4898馼ｼb助成金等は産学官連携が 要件 ĀĀ
(秩)京浜工業所 H7ｸ4898馼ｼb助成金等は産学官連携が 要件 ĀĀ
(有)河野ギター製作所 R産学連携であり､官は関与 していない○ ĀĀĀ
( 秩) エ イ ワ 闔h486ﾘ7ｸ5h8x984 助 成 金 等 は 産 学 官 連 携 が ĀĀĀĀスタープログラム事業 冽hﾈĀ
岩 手 県 のT 社 R 産 産 連 携 で あ り､ 学 官 は 関 ĀĀĀ(過去の技術開発に対  ー冰X,H*(,(ｲﾈｵｨĀĀ ĀĀ
し て は あ り) 丶ｩJﾘ,ﾘ 蝌ｧxｪﾆrĀĀĀ












商 号 忠( 傴ｩ 霑2ĀĀĀĀ
本社.事業所 ﾈﾊyｩlﾘﾋHĀĀĀĀĀĀ
代 表 者 傅ﾉi9dﾙ8+rĀĀĀ
事業内容 X鄕6h685駅HﾏXｧyIihﾉwI6H6h685駅,ﾉ霑8ｭbĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
連装置並びに真空機器等の製造o 
資 本 金 ( 壓 冷ĀĀ
従 業 員 数 s9ﾂĀĀĀ




区宮内に置いた｡ 1986年､小俣邦正社長(以下､ ｢′ト俣社長｣)が就任し､ 2005年､
相模原工場内に本社を移転した｡創業以来､技術､開発に関して多数の受賞を受ける
など研究開発型企業である｡
44 httD://www.showashinku.co.jT) (2016/09/25 取 得)
45　関東経済産業局､タマティーエルオ (ー秩) (2016) ｢極小化に対応した水晶振動子真
空移載･加熱封止装置の研究開発｣























































































































前｣ の プ レ イ ヤ ー 刮ﾛ 長( 当 時) ほ か 
媒 介 者 R
外 部 資 源 R
｢構想ができあがつ 佝89小俣社長､高橋本部長､石上部長､白井 ĀĀĀ
た 後｣ の プ レ イ ヤ  ー 刮ﾛ 長( 当 時) ほ か 







phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ h,hﾎ8ﾔh,ﾈｭH/Xｴ8,僮r社外経営資源を使っていないた ĀĀĀĀĀĀĀĀ
が る 前｣ の ,h,ﾘ 耳ｭ+X,I 霑9(h,Yh 蝌,R め､ な しo ĀĀĀĀĀĀĀ
Research ｸ.ｨ, 鶫V 俯ﾈ:I^ zﾈ. 委ﾈ2ĀĀĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 ｩﾘ.ｨ.h*(*H>*x,ﾈ4486bĀĀĀĀĀĀĀĀ
術 シ ー ズ 探 索､ ,ﾈ+ﾘ- ⅵ6V&6H,ﾘ 抦+2ĀĀĀĀĀĀ
研 究 )  & Ā Ā
｢構想ができあ 儖xﾝx,浦IVﾈ自YH/Dﾘ+X,IYX鈔社外資源のMonitoringcostは､ ĀĀĀĀ
がつた後｣の x.亰ｨ,佛x.饑%HﾟZH+,ﾉZ｢TAMA-TLOが紹介することで小さく ĀĀĀĀĀĀ
Research 冢ﾈ, 侈Hｸh､ｩJﾘ7ｸ6x6ｸ,ﾂ な っ て い る ○ ĀĀĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) V&6HｲĀĀĀĀĀĀ
Development 侈Hｸh､ｩJﾙｸﾗ8, 儺ｹwh, 饑,ﾂ 社 外 資 源 のMonitoringcost は､ ĀĀĀĀ
( プ ロ ジ ェ ク ト V&6HｲTAMA-TLO が 紹 介 す る こ と で 小 さ く ĀĀĀĀĀĀ
チームによる研 H7ｸ4898馼ｼh,x､Hｾｦﾉ;なっている○ ĀĀĀĀĀĀĀ
究 開 発) 佛x. 饑6V&6FĀĀĀĀĀĀ
Market 倡8ｩ+(ﾛx,ﾅ6V&6F 社 外 経 営 資 源 を 使 っ て い な い た ĀĀĀĀĀĀĀ























































































phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ がる前｣の Search (アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) 倡x,R支援なし ĀĀĀ
｢構想ができあ 傅ﾉi8+x*･Dﾔｺh檍ｭhﾅx*荘司教授は､事前に面談したこと ĀĀĀĀĀ
がつた後｣の x鉙迄/櫁+8.ｨ.ｲや中小企業との共同研究の実績が ĀĀĀĀĀĀĀ
Research 傴ﾈ 迄*ｪI 譏ｻ8H8(6X4(ｲ あ る こ と か らMonitoringcost は ĀĀĀĀĀĀĀ
( ア イ デ ア､ 技 櫁ｲ 小 さ いo  ĀĀĀĀĀ
術 シ ー ズ 探 索､ 刄 純b テ ィ ー は､TAMA-TLO､TAM 
研 究) 僊 協 会 が 媒 介 す る こ と で Monitoringcost 小 さ いo 
Development 傅ﾉi8+x*･Dﾔｺh 檍ｭhﾅx* 荘 司 教 授 は､ 事 前 に 面 談 し た こ と ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト x鉙迄/櫁+8.ｨ.ｲや中小企業との共同研究の実績が ĀĀĀĀĀĀĀ
チ ー ム に よ る 研 傴ﾈ 迄*ｪI 譏ｻ8H8(6X4(ｲ あ る こ と か らMonitoringcost は ĀĀĀĀĀĀĀ
究 開 発 )  樊 小 さ い o  
松 永 氏 が､ サ ボ イ ン 事 業 な ど 外 部 (6X4(ｸ,ﾚEDﾔﾕDﾄ ⅵDﾒĀĀĀĀĀĀĀ
資金獲得に係るSearchを支援o ｺh檍*ｩGﾘ櫁+x.,h,Rﾖ友匁v6H抦+8*&ĀĀĀĀĀĀĀĀ




Phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が る 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
前｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8,R 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8,R媒介者貢献なし ĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が つ 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
た 後｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8*. 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Development 倡yrHﾗhﾊ8*. 支 援 組. 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8*.人的ネットワーク貢献あり ĀĀĀĀĀ
チ ー ム に よ る 研 究 開 発) 僭ﾘ 櫁ﾗhﾊ8*. 媒 介 者 貢 献 あ り ĀĀĀ
Market 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(販売と市場) ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ





























































































































































商 号 宙 靑 仍 餬ﾈﾔ 鮎hĀĀ






資 本 金 迭ﾃiﾈ 冷ĀĀĀĀ
従 業 員 数 #yﾂĀĀĀ





52 ( 樵) 京 浜 工 業 所 ホ ー ム ペ ー ジ 　httD://www.keihin-kogvo.co.1'D 　(2016/09/21 取 得)
53 関 東 経 済 産 業 局･ TAMA-TLO ( 秩) [2014] 『 平 成2 5 年 度 戦 略 的 基 盤 技 術 高 化
支援事業｢任意曲線刃先形状の極微細総型ダイヤモンドバイト製造技術の開発｣研究開発
成果等報告書』























































出 典:2016 年10 月､ 著 者 撮 影｡













加 工 す る バ イ ト の 総 称｡ ( 出 典: JISBO107-1991 バ イ ト 用 語Singlepoint




































｢構想ができあがる 前｣のプレイヤ  ー佝8内田副社長 ĀĀĀ
媒 介 者 R
外 部 資 源 仆Igｸｻ8ĀĀ
｢構想ができあがっ た後｣のプレイヤ  ー佝89内田副社長､内田大介氏､岩田氏ほか ĀĀĀ







phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ 舒馮ｹ4ﾙ>69Yｸ+x,h.,ﾂ内田副社長が産技大の｢ものづく ĀĀĀĀĀĀĀĀ
がる前｣の X*.ｪHｻIgｸｻ8*x,ﾈ謌ﾈ:Bり専門講座｣に通ったことで親し ĀĀĀĀĀĀ
Research 986x.*Hﾞ ﾈ.x.ｨ+ﾖ く な っ て い た の でMonitoring ĀĀĀĀĀĀ
( ア イ デ ア､ 技 術 シ ー ズ 探 索､ 研 究) 冂ost は 小 さ い ○ 
｢構想ができあ X4(ｸ6984h5X8,佛x.亰｢共同研究開発に取り組む前から親 ĀĀĀĀĀĀĀ
が つ た 後｣ の 偸Hｴ､( 嶌ｵｨHﾉY'X､ｩJﾘｵ｢ し く な っ て お りMonitoringcost ĀĀĀĀĀĀ
Research (アイデア､技 術シ-ズ探索､ 研究) 偸,x/辷は小さい○ ĀĀĀĀĀ
Development H7ｸ4898馼ｼh,x､Hｾｦﾉ;共同研究開発に取り組む前から親 ĀĀĀĀĀĀĀ
( プ ロ ジ ェ ク ト x/ 辷 し く な っ て お りMonitoringcost ĀĀĀĀ
チ ー ム に よ る 研 究 開 発) 凾ﾍ 小 さ いo 
Market ｩYH,(*(,H 蝌ｵｩX*ｨ 辷 共 同 研 究 開 発 に 取 り 組 む 前 か ら 親 ĀĀĀĀĀ





























































58 関 東 経 済 産 業 局･ TAMA-TLO ( 樵) [2014] p.5
























phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ 舒馮ｹ4ﾙ>69Yｸ+x,h.,ﾂ内田副社長が産技大の｢ものづく ĀĀĀĀĀĀĀĀ
がる前｣の X*.ｪHｻIgｸｻ8*x,ﾈ謌ﾈ:Bり専門講座｣に通ったことで親し ĀĀĀĀĀĀ
Research 986x.*Hﾞ ﾈ.x.ｨ+ﾖ く な っ て い た の でMonitoring ĀĀĀĀĀĀ
( ア イ デ ア､ 技 術 シ ー ズ 探 索､ 研 究) 冂ost は 小 さ いo 
｢構想ができあ X4(ｸ6984h5X8,佛x.亰｢共同研究開発に取り組む前から親 ĀĀĀĀĀĀĀ
が つ た 後｣ の 偸Hｴ､( 嶌ｵｨHﾉY'X､ｩJﾘｵ｢ し く な っ て お りMonitoringcost ĀĀĀĀĀĀ
Research (アイデア､技 術シ-ズ探索､ 研究) 偸,x/辷は小さい○ ĀĀĀĀĀ
Development H7ｸ4898馼ｼh,x､Hｾｦﾉ;共同研究開発に取り組む前から親 ĀĀĀĀĀĀĀ
( プ ロ ジ ェ ク ト x/ 辷 し く な っ て お りMonitoringcost ĀĀĀĀ
チ ー ム に よ る 研 究 開 発) 凾ﾍ 小 さ い ○ 
Market ｩYH,(*(,H 蝌ｵｩX*ｨ 辷 共 同 研 究 開 発 に 取 り 組 む 前 か ら 親 ĀĀĀĀĀ




Phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が る 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
前｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8,R 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献なし ĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が つ 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
た 後｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8*. 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Development 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8*.人的ネットワーク貢献あり ĀĀĀĀĀ
チームによる研 究開発) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Market 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組. 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(販売と市場) ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8*.人的ネットワーク貢献あり ĀĀĀĀĀ

























































61 産 技 大 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 　https://dev.e-2.jD/05/sandai/oT)i/index.html 　(2017/01/24
取得)
61産技大ホームページ　橋本洋志教授､教員紹介


































































































































































商 号 忠tﾂﾙnﾈ4ﾘ5ｹｸﾞ ﾈĀĀĀĀĀ
代 表 者 鯖 8 +r
本社.事業所 冏ｸ,ﾙ8ﾈｹ9dﾉ8xｾjHﾔ影ｸ,ﾘﾞ 仂ｨﾊxｻxĀĀĀĀĀ
事業内容 偃萎ﾈ.ﾘ5ｸ,ﾉｸﾞﾊILﾉHHｲĀĀĀĀĀ
資 本 金 迭ﾃiﾈ 冷ĀĀĀĀ
従 業 員 数 ﾂ

















































｢構想ができあがる 前｣のプレイヤ  ー佝8樫井社長 ĀĀĀ
媒 介 者 R
外 部 資 源 R
｢構想ができあがっ た後｣のプレイヤ  ー佝8樫井社長 ĀĀĀ









phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ 乂闔H+x,ﾈ4486h4,X*.械社外経営資源を使っていないた ĀĀĀĀĀ
がる前｣の Research (アイデア､技 術シーズ探索､ 研究) V&6H,Vめ､なしo ĀĀĀĀĀĀ
｢構想ができあ 處ﾙmh4ﾘ5ｸ,ﾈ尸h,佛x.饑%B社外資源のMonitoringcostO ĀĀĀĀĀĀ
がつた後｣の jH+,ﾉZｩnﾈ,侈Hｸh､ｩJﾒ大学教員に対するマクロ信頼によ ĀĀĀĀĀĀ
Research ｸ6x6ｸ,ﾉ%Hﾟ X,x,ﾈ5(5v り 低 減 さ れ て い る ○ ĀĀĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 ｩｨｻ8,h,ﾈｿI(,ﾈ檍*(,ﾈ+ﾒĀĀĀĀĀĀ
術シーズ探索､ 研究) ⅵ6V&6H,ﾘ抦+8*(ｲĀĀĀĀĀĀ
Development 侈Hｸh､ｩJﾙｸﾗ8, 儺ｹwh, 饑,ﾂ 社 外 資 源 のMonitoringcosto ĀĀĀĀ
( プ ロ ジ ェ ク ト V &6 F 大 学 教 員 に 対 す る マ ク ロ 信 頼 に よ 
チームによる研 ｩｨｻ8,ﾙ&ﾘﾊtﾈ+X,H*蟹,rり低減されている○ ĀĀĀĀĀĀĀ
究 開 発) 4V&6H,ﾘ 抦+8*&ĀĀĀĀĀĀĀ






















































phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ がる前｣の Research (アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) 倡x,R支援なし ĀĀĀ




術 シ ー ズ 探 索､ 傀 弍ｨ,ﾅ6V&6H,ﾙX*ｲĀĀĀĀĀĀ
研 究 )  " 薬 Ā Ā
Development ｩｨｻ8*ｩXｧxｻ8 什9ﾈｺI:Hｸb 信 頼 関 係 が で き た 後 のMonitoring ĀĀĀĀĀĀĀ
(プロジェクト チームによる研 究開発) 倆(/樊costは小さい○ ĀĀĀĀ





Phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が る 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組j 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
前｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8,R 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8,R媒介者貢献なし ĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が つ 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
た後｣のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Development 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
チームによる研 究開発) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Market 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(販売と市場) ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ





































































商 号 宙 靑x488ĀĀ





資 本 金 ﾃiﾈ 冷âĀĀĀĀ
従 業 員 数 鉄ﾂĀĀĀ






































httD ://www.next.go.jD/component/a menu/science/micro detail/ icsFiles/a 丘eldfile/20 1















外 部 資 源 ywHｻ8ĀĀĀ














phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ がる前｣の Research (アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) Rなし ĀĀĀ
｢構想ができあ がった後｣の Research (アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) Rなし ĀĀĀ
Development 舒(ｵｨ,(*(,H,ﾘ,V 千 葉 教 授 は ⅠNS の メ ン バ ー を 介 ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト h蝌ｵｨIﾙOY8ｨ9佛x.してつながっておりMonitoring ĀĀĀĀĀĀ
チ ー ム に よ る 研 究 開 発) V&6Fcost は 小 さ い ○ ĀĀĀĀĀ
Market 倡8ｩ+(ﾛx,ﾅ6V&6Hｲ 社 外 経 営 資 源 を 使 っ て い な い た ĀĀĀĀĀĀĀĀ

























































phase 佝8,ﾈ 神 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ







Research (アイデア､技 術シ-ズ探索､ 研究) 辷ｲĀĀĀ
Development (プロジェクト チームによる研 究開発) 2同上 ĀĀĀ




Phase 佝8,ﾈ 神 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が る 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
前｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8*. 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が つ 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
た後｣のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8*.人的ネットワーク貢献あり ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Development 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8*.人的ネットワーク貢献あり ĀĀĀĀĀ
チームによる研 究開発) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Market 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(販売と市場) ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ




























































































































資 本 金 Siﾈ 冷ĀĀĀĀ
従 業 員 数 涛ﾂĀĀĀ
売 上( 年 商) 辻Ā
出典:岩手県のT社経歴書､ヒアリングから著者作成｡



























年 度  倬 h ｼ i k ﾉ 9 連 携 先  Ā
1985- 伜乂xｪI:Hｸj(6ｨ6(58ｸ86(4ﾉUﾉlｨ,ﾈｴ岩手大学工学部､岩手県工 ĀĀĀĀĀĀ


































































｢構想ができあがる 佝89大手電機メーカーのスマートフォンの研  ĀĀ
前｣ の プ レ イ ヤ  ー 刹J 発 部 署 Ā
媒 介 者 R
外 部 資 源 R
｢構想ができあがつ 佝89M社長､大手電機メーカーのスマートフ ĀĀĀ
た 後｣ の プ レ イ ヤ  ー 刄I ン の 研 究 開 発 部 署 
媒 介 者 R8985ｸ6ﾈ6(6rĀĀĀĀĀ




｢構想ができあがる 前｣のプレイヤ  ー佝89M社長 ĀĀĀ
媒 介 者 舒( 詹Xｧt 霆8ĀĀĀ
外 部 資 源 舒( 詹Xｧt 霆8Dﾖ8-ĀĀĀĀĀĀ
｢構想ができあがっ た後｣のプレイヤ  ー佝89M社長 ĀĀĀ
媒 介 者 舒( 詹Xｧt 霆8Hｮ( 訷ﾊy*Dｸ,ﾒĀĀĀĀĀĀĀ
か 
外 部 資 源 舒( 詹Xｧt 霆8Dﾖ8-ĀĀĀĀĀĀ
出典:岩手県のT社ヒアリングから著者作成｡
岩手県のT社のオープンイノベーションに係るPhaseごとの経営者の取引コストを





phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ 86ﾘ7ｸ5h8x98,ﾈﾕﾉｨ,ﾚH4892著名な大手企業であり､ ĀĀĀĀ
が る 前｣ の 籀6ﾈ6(6x,h. 倆､x,ﾈ 処*ｲMonitoringcost は 小 さ い ○ ĀĀĀĀĀĀ
Research 俘x*(*xﾞ ﾈ.x.ｨ+ﾘｲĀĀĀ
(アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) V&6H,XｲĀĀĀĀĀĀĀ
｢構想ができあ .ｨ-ﾈ,X,ﾈｵｨ4ｨ*.蟹,r著名な大手企業であり､ ĀĀĀĀĀĀĀĀ
がつた後｣の Research (アイデア､技 術シーズ探索､ 研究) ,ﾅ6V&6H,ﾘ抦+8*&Monitoringcostは小さいo ĀĀĀĀĀĀ
Development .ｨ-ﾈ,X,ﾈｵｨ4ｨ*.蟹,r著名な大手企業であり､ ĀĀĀĀĀĀĀĀ
(プロジェクト チームによる研 究開発) ,ﾅ6V&6H,ﾘ抦+8*&Monitoringcostは小さい○ ĀĀĀĀĀĀ
Market X 訷ｮ 仂h,ﾉｹVﾉYIVﾈ+ﾘ- 著 名 な 大 手 企 業 で あ り､ ĀĀĀĀĀ






















phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ 仞h陂,ﾉｨﾘxｵｨ,亊h+X,H42大学教員はⅠNSでつながってお ĀĀĀĀĀĀĀ
が る 前｣ の ﾘ7 ぺ5h88/ｴ+x+ﾘ- ⅸ> りMonitoringcost は 小 さ い ○ ĀĀĀĀĀĀĀĀ
Research 丶x4486h4Hｵｨ5hｸ5%BĀĀĀĀĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) 倚X+x.(5xｲĀĀĀĀ
｢構想ができあ 86ﾘ7ｸ5h8x98,ﾊ(ﾕﾉｨ*ｨ,X*ｸ*大学教員､行政職員はⅠNSでつ ĀĀĀĀĀ
が つ た 後｣ の ｨ,(+ﾘﾎ:8, 唏ﾕﾉｨ/ｾﾈ 嶌+ZB な が つ て お りMonitoringcost は ĀĀĀĀĀ





チームによる研 究開発) 亊ﾈ-笘/%HﾟX+x.(5xｲ小さい○ ĀĀĀĀĀ
Market hｴｸｵｨ,ﾈ+ﾘ- ⅹhｴｸｨ,ﾂ 新 規 顧 客 のMonitoringcostO ĀĀĀĀĀĀ
























phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ 儿8,Xｲ 負 担 な し ĀĀĀĀ
がる前｣の X詹6Hｴ8ｸ4ｨｸ*x,ﾈ処*ｸﾘrĀĀĀĀĀĀĀ
Research (アイデア､技 術シ-ズ探索､ 研究) (ｲĀĀ
｢構想ができあ がった後｣の Research (アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) 倡x,R支援なし ĀĀĀ
Development (プロジェクト チームによる研 究開発) 倡x,R支援なし ĀĀĀ





Phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が る 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
前｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8,R 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8,R媒介者貢献なし ĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が つ 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
た後｣のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献なし ĀĀĀ
Development 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
チームによる研 究開発) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献なし ĀĀĀ
Market 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(販売と市場) ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ











phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ D8986ｸ,X*.Xｧxｻ8醜,ﾒ大学教員はⅠNSでつながってお ĀĀĀĀĀĀĀ
が る 前｣ の yJﾘ+8.ｪH 辷/* ⅸuD りMonitoringcost は 小 さ い ○ ĀĀĀĀĀĀĀ
Research ,ﾉJﾙ5x, 俎hﾊ8+X,ｨ.zEH.ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) 侈Hｸh､ｩJﾘ/H*ｸ+ﾘｲĀĀĀĀĀĀ
｢構想ができあ 舒(詹Xｧxｻ8住Hﾏiﾘ韋ﾋｨ,ﾈｵｨⅠNSでつながっているメンバ  ーĀĀĀĀĀĀ
がつた後｣の 倡y;住Hｮ(訷ﾊy*,x蝌ｼh辷%2はMonitoringcostは小さい○ ĀĀĀĀĀ
Research (アイデア､技 術シ-ズ探索､ 研究) h,ﾈﾗ9ﾙX醜*ｨﾗhﾊ6ĀĀĀĀ
Development 舒( 詹Xｧxｻ8 住Hﾏiﾘ 韋ﾋｨ,ﾈｵｨINS で つ な が っ て い る メ ン ノ ミ- ĀĀĀĀĀĀ
(プロジェクト 倡y;住Hｮ(訷ﾊy*,x蝌ｼh辷%2はMonitoringcostは小さいo ĀĀĀĀĀ
チームによる研 究開発) h,ﾈﾗ9ﾙX醜*ｨﾗhﾊ8ｲĀĀĀĀĀ




Phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が る 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
前｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8*. 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が つ 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
た後｣のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8,R媒介者貢献なし ĀĀĀ
Development 倡yyHﾗhﾊ8*. 支 援 組 織 貢 献 あ り ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8*.人的ネットワーク貢献あり ĀĀĀĀĀ
チームによる研 究開発) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献あり ĀĀĀ
Market 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(販売と市場) ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ






































































































































3-7-1 　 企 業 概 要




商 号 忠( 做96HĀĀĀ





資 本 金 鼎Siﾈ 冷ĀĀĀ
従 業 員 数 塔iﾂĀĀ





























































｢構想ができあがる 前｣のプレイヤ  ー佝8-瀬社長 ĀĀĀ
媒 介 者 R
外 部 資 源 R
｢構想ができあがっ た後｣のプレイヤ  ー佝89-瀬社長､-瀬専務ほか ĀĀĀ









phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ 鰻俶89Nﾉ{x.ﾈ,X,ﾘ,社外経営資源を使っていないた ĀĀĀĀĀĀĀĀ
が る 前｣ の ﾚHﾋ 益X+x.,h*ｨ,X*ｸ,(* 俟ﾂ め､ な し ○ ĀĀĀĀĀ
Research jItﾉeﾘ,486h4Hｵｨ5hｸ5ĀĀĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) x,ﾈ饑/%HﾟX+x.(5vĀĀĀĀĀĀĀĀ
｢構想ができあ 侈Hｸh､ｩJﾘ､ｨ跖,儺ｹwh,饑,ﾂ社外の研究開発パートナーの ĀĀĀ
が つ た 後 ｣ の  V & 6 F M o n i t o r i n g c o s t O  Ā Ā Ā Ā Ā
Research 倆､ﾈﾊHｸh､ｩJﾘ7ｸ6x6ｸ,ﾉﾙwĀĀĀĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) 丿ﾙDh5(5vĀĀ
Development 侈Hｸh､ｩJﾙｸﾗ8, 儺ｹwh, 饑,ﾂ 探 索 し た 社 外 の 研 究 開 発 パ ー ト ĀĀĀĀ
( プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム に よ る 研 究 開 発) V&6Hｲ ナ- のMonitoringcostO ĀĀĀĀĀĀ
Market 倡8ｩ+(ﾛx,ﾅ6V&6F 社 外 経 営 資 源 を 使 っ て い な い た ĀĀĀĀĀĀĀ






















cost､ Monitoring cost が あ っ た｡

























phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢構想ができあ がる前｣の Research (アイデア､技 術シー ズ探索､ 研究) 倡x,R支援なし ĀĀĀ
｢構想ができあ ﾈｹﾉXｧx,ﾈｻ8醜*ｪHｨｸ襌h,支援なし○ ĀĀĀĀĀĀ
がつた後｣の h,,I鰻俶88俚ﾋ益X+x.亰ｨベンチャー企業.研究者の ĀĀĀĀĀĀĀĀ
Research tﾈ+x.8688ｸｮ 仂b 靆HｸhMonitoringcost は- 瀬 社 長 が 負 ĀĀĀĀĀĀĀĀ
(アイデア､技 術シーズ探索､ 研究) 樊担○ ĀĀĀĀĀ
Development (プロジェクト チームによる研一 究開発) 倡x,R支援なし○ ĀĀĀ




Phase 佝8,ﾂ 取 引 コ ス ト ĀĀĀSearchcost 磐 友 匁v6BĀĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が る 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
前｣ のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4 鞅hﾊ8,R 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8,R媒介者貢献なし ĀĀĀ
｢ 構 想 が で き あ が つ 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
た後｣のResearch ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
(アイデア､技術 シーズ探索､研 究) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献なし ĀĀĀ
Development 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(プロジェクト ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
チームによる研 究開発) 僭ﾘ櫁ﾗhﾊ8*.媒介者貢献なし ĀĀĀ
Market 倡yyHﾗhﾊ8,R 支 援 組 織 貢 献 な し ĀĀĀĀĀ
(販売と市場) ﾉ4ﾈ6(6x8ｸ4鞅hﾊ8,R人的ネットワーク貢献なし ĀĀĀĀĀ
媒 介 者 貢 献 な し 僭ﾘ 櫁ﾗhﾊ8,RĀĀĀ
出典:修電舎ヒアリングから著者作成｡
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､ 一 一 一 　 　 　 東 京 の 大 学 の 教 員
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chesbrough [2003] ( チ ェ ス プ ロ ウ[2004]) が 図2.2.1 で 示 し た よ う に､ 大 企 業 か
ら技術を持ってSpin outする研究者がオープンイノベーションの端緒となるこ
とがある｡ (修電舎)


































った｡ ｢INSに触発され､支援を受け､ INSの発展に貢献しながら､ T社も研究開
発を進めてきた｣という｡ M社長による一連の研究開発の取り組み､イノベーション
に対して､支援組織､人的ネットワーク､媒介者は､経営者のイノベーションに係る
マインドを触発し､大学の技術シーズを円滑に利活用し､それらを元にした研究開発
を行うための経費の調達に関して支援するなどの貢献をしたと考えられる｡
第三に､修電舎の-瀬社長は､ 2000年頃から､既存事業はいずれ縮小すると考え､
新規事業の種を自ら探して様々な人を訪ね､生ゴミ処理機､福島の原発事故対策の汚
水タンク用シーリングにも使用されたポリウエア防水コーティング､低温除湿乾燥機､
顔認証による入出管理･防犯システム､電車用部品ユニット､池の浄化装置などの新
規事業に取り組んできた｡-瀬社長は､これまでは支援組織を利用してこなかったが､
今後については､ ｢地元の宮崎大学との連携も可能であれば行いたい｡大学と共同研究
することで､自社の実力を他社に説明しやすくなる効果も感じる｣としている｡中堅･
中小企業の経営者が大学､大企業など外部の力を借りたイノベーションに習熟するこ
とにより､多様な外部資源の力を利用することができるようになると考えられる｡産
学官連携によるイノベーションを行うには､中堅･中小企業の経営者の慣れ､習熟､
マインドセットの変更も必要であると考えられる｡
第二に､支援者のマインドセットに関して､第一に､産技大の橋本教授は､ 2008年
から産学官連携支援に長年コミットした結果として到達した支援に関する明確な考え
を持っていた｡第一に､大学のシーズ重視でなく､中小企業のニーズ志向､第二に､最
初に､大学教員と中小企業の経営者等との信頼関係構築が必要､第三に､産学官連携
の補助金･共同研究に取り組む前に､信頼関係構築､ニーズ把握が重要であるという
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ことがわかったという｡橋本教授の｢産学連携というと､補助金をもらって共同研究
することに目が行きがちだが､その前段の中′j､企業とお近づきになる段階の方がたい
-んだ｡｣という言葉は､ ｢大学教員が中小企業とお近づきになった上で､産学連携で
補助金をもらって共同研究すると､前段階はたい-んだけれども非常に良い成果を上
げることが可能｣とも解することができると考える｡
この考え方は､ KNSが自らを｢直接にビジネスや共同研究開発を行う主体ではな
く､ビジネス､研究､共同プロジェクトが生まれる基になる人的ネットワークである｣
とし､人間関係を作らずに､いきなりビジネスを共同で行うことはできず､仮に行っ
てもうまくいかないと考えていること､及び､一度関係性を有したら一生付き合うこ
とを会員に求めていることとも共通している｡
橋本教授は優れた研究者としての実績･知見に加えて､産学官連携支援に真剣にコ
ミットした結果として得た明確な考え方､支援に関する知見､人的ネットワークを有
していたために､京浜工業所のイノベーションに対して多様かつ大きな貢献をするこ
とができたと考えられる｡産学官連携が成功するための要因のひとつとして､支援組
織の役職を担っている大学教員のマインドセットが重要と考えられる0
第二に､松永氏が中堅･中小企業の産学官連携によるイノベーション貢献をする動
機を見ると､第一に､定年後も収入があること､第二に､仕事に興味が持て､企業に役
立ち評価された時の達成感､第三に､大手メーカーの現役の技術者の業務よりも負担
が軽いことから､定年後の仕事に向いていると考えていること｡このような仕事の仕
方を許してくれるTAMA-TLOという支援組織が世の中にあることも重要だと考
えていることがある｡産学官連携が成功するための要因のひとつとして､支援組織の
役職員のマインドセットが重要と考えられる｡
第三に､エイワが参加したプロジェクトは2010年度の文部科学省の助成を受けた事
業であるが､前段階のプロジェクトの形成､後段階の新規事業の立ち上げまでを考え
ると2001年から本稿執筆時(2017年)現在も進行中のプロジェクトであると考えら
れる｡この間､県庁職員には人事異動があり､職務として本件に関わるべき役職にあ
る行政官は交代している｡しかし､ INSは個人参加､個人のコミットであるため､
佐々木社長からは､県庁のフォローが必要な場合は､黒滞氏らI NSの会員である知
り合いの県庁職員を介して県庁ほか必要な支援組織に強い紐帯でアクセスすることが
継続的に可能となっている｡行政の頻繁かつ短期の人事異動によって産学官連携がう
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まくいかないことがあるとの指摘があるが､ INS及びINSに参加している行政官
のマインドセットの変化は､この問題-の解決法のひとつを提示していると考えられ
る｡
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